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Ｗ
杯
サ
ッ
カ
ー
に
初
め
て
出
場

し
た
日
本
チ
ー
ム
は
、
去
る
六
月

一
四
日
、
強
敵
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

チ
ー
ム
と
ほ
ぼ
互
角
の
戦
い
を
進

め
惜
し
く
も
放
れ
た
。
会
場
は
フ

ラ
ン
ス
南
西
部
の
中
心
都
市
ト
ゥ
ー

ル
ー
ズ
。
試
合
は
、
現
地
時
間
の

午
後
二
時
三
〇
分
に
始
ま
っ
た
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
国
々
は
目
下

夏
時
間
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
本

来
は
八
時
間
の
時
差
が
あ
る
は
ず

の
日
本
で
は
、
午
後
九
堕
十
の
キ
ッ

ク
オ
フ
と
な
っ
た
。

日
本
代
表
チ
ー
ム
は
ス
イ
ス
で

練
習
を
積
ん
だ
の
ち
フ
ラ
ン

ス
に
移
り
、
南
東
部
の
細
長

い
ル
・
ブ
ー
ル
ジ
ェ
湖
東
岸

に
沿
う
、
古
代
ロ
ー
マ
時
代

か
ら
の
温
泉
町
エ
ク
ス
・
レ
・

バ
ン
で
、
ひ
そ
か
に
策
を
練
っ

た
。
現
地
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

が
、
こ
れ
を
エ
ク
ス
レ
バ
ン
と
棒

読
み
に
す
る
の
で
位
置
が
分
か
り

に
く
い
が
、
エ
ク
ス
も
レ
・
バ
ン

も
温
泉
を
意
味
す
る
、
歴
史
の
古

い
町
で
あ
る
。
パ
リ
日
本
文
化
会

館
の
館
長
を
務
め
る
磯
村
尚
徳
さ

ん
の
話
で
は
、
こ
こ
の
市
長
が
日

本
を
訪
問
す
る
の
で
、
是
非
と
も

箱
根
へ
行
き
、
日
本
人
が
「
い
い

湯
だ
な
」
と
感
じ
る
温
泉
の
利
用

法
を
、
学
ん
で
帰
る
よ
う
勧
め
て

お
い
た
と
い
う
。
果
た
し
て
彼
が

箱
根
を
訪
れ
た
か
ど
う
か
は
知
ら

な
い
が
、
Ｗ
杯
サ
ッ
カ
ー
が
、
日

本
人
の
フ
ラ
ン
ス
理
解
に
も
、
フ

ラ
ン
ス
人
の
日
本
理
解
に
も
、
役

立
つ
こ
と
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

会
場
の
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
は
、
人

口
が
フ
ラ
ン
ス
第
四
位
で
、
ピ
レ

ネ
ー
山
地
か
ら
北
東
流
し
て
き
た

ガ
ロ
ン
ヌ
川
が
、
北
西
へ
向
き
を

変
え
る
地
点
に
位
置
し
て
い
る
。

屈
曲
点
に
か
か
る
サ
ン
・
ミ
ッ
シ
ェ

ル
橋
か
ら
上
流
側
の
川
中
島
に
は

市
立
ス
ポ
ー
ツ
公
園
や
大
学
都
市

（
住
宅
街
）
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
中
に
ス
タ
ジ
ア
ム
が
あ
る
。

の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、
同
じ
太

陽
が
東
か
ら
昇
る
と
は
い
え
、
北

か
ら
照
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
北

斜
面
は
日
当
た
り
が
良
く
、
南
斜

面
は
日
陰
に
な
る
の
で
、
住
居
も

こ
の
点
を
考
え
て
避
て
ね
ば
な
ら

な
い
。
し
か
も
、
季
節
は
日
本
や

フ
ラ
ン
ス
と
は
全
く
逆
で
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
の
人
々
は
、
い
ま
秋
か

ら
冬
へ
の
落
葉
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
て
い
る
の
で
あ
る
。

衛
星
中
継
が
発
達
し
た
お
か
げ

で
、
地
球
上
ど
こ
に
い
る
人
も
、

同
じ
情
報
を
同
時
に
得
る
こ
と
が

ら
休
憩
を
含
め
て
一
〇
〇
分
間
、

同
じ
試
合
を
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
見

た
わ
け
で
あ
る
。
夕
食
後
の
日
本

人
、
昼
食
後
の
フ
ラ
ン
ス
人
、
朝

食
後
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
人
、
同
じ

地
球
の
上
に
住
ん
で
い
て
も
、
こ

の
よ
う
に
た
い
そ
う
違
っ
た
ふ
ん

い
き
、
ひ
い
て
は
環
境
に
お
い
て

ま
っ
た
く
同
一
の
テ
レ
ビ
映
像
を

同
時
に
視
聴
し
た
こ
と
に
な
る
。

た
だ
一
つ
の
地
球
の
上
で
は
あ

る
が
、
風
土
は
多
様
性
を
も
っ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
風
土
に
根
ざ
し
た
生
活
様
式
も
、

差
異
を
認
識
し
て
共
生

－
・
Ｗ
杯
に
思
う
国
際
理
解

会
長
　
谷
岡
武
雄

そ
れ
に
基
づ
く
文
化
も
、
地

域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
。

だ
か
ら
、
考
え
方
も
違
う
の

は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
地

球
上
に
住
む
人
間
の
集
団
が
、

こ
の
よ
う
な
差
異
を
充
分
に

都
市
の
中
心
街
は
川
の
右
岸
で
、

会
場
の
北
東
部
に
あ
た
っ
て
お
り
、

左
岸
の
ず
っ
と
西
方
に
は
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
先
駆
け
と
な
っ
た
ト
ゥ
ー

ル
ー
ズ
・
ミ
ラ
イ
ユ
団
地
、
北
西

方
に
は
超
音
速
機
コ
ン
コ
ル
ド
を

製
作
す
る
工
業
地
区
な
ど
が
立
地

し
て
い
る
。
試
合
当
日
は
曇
り
空

で
、
や
や
肌
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
た

が
、
試
合
に
入
る
と
光
が
パ
ッ
と

さ
し
た
と
い
う
。
太
陽
が
日
本
と

同
じ
く
、
南
か
ら
照
っ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は

北
半
球
の
話
で
あ
っ
て
、
南
半
球

で
き
る
。
し
か
し
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

の
人
々
は
、
私
た
ち
の
よ
う
に
午

後
で
な
く
、
午
前
九
時
三
十
分
か

認
識
し
合
い
、
互
い
に
理
解
し
合
っ

た
う
え
で
、
共
存
・
共
生
を
は
か

る
。
こ
れ
こ
そ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も

の
の
見
方
に
立
つ
こ
と
で
は
な
い

か
。
い
た
ず
ら
に
声
を
大
に
し
て

平
和
を
叫
ぶ
よ
り
も
、
個
々
の
市

民
が
こ
う
い
う
立
場
で
外
国
の
人

と
付
き
合
う
こ
と
が
、
世
界
平
和

の
維
持
と
発
展
に
役
立
つ
も
の
と
、

私
は
思
う
。
こ
の
意
味
で
、
宇
治

市
国
際
親
善
協
会
の
活
動
は
、
地

味
に
は
見
え
る
が
、
そ
の
果
た
す

役
割
は
大
き
い
。
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ピ
ッ
チ
の
友
情
再
び
畏
胃
㌶
餌
附
的

本
年
4
～
5
月
に
、
シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
、

ブ
ス
市
を
訪
ね
、
同
地
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
対
戦
、
友
好

を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
同
行
し
た
、
当
協
会
理
事
の
今
川

博
さ
ん
に
寄
稿
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

澄
み
わ
た
る
青
空
、
気
温
は
既

に
二
八
度
に
も
達
す
る
が
、
湿
度

が
低
い
お
か
げ
で
時
折
吹
き
抜
け

る
風
が
心
地
よ
い
。

街
の
中
央
を
緩
や
か
に
流
れ
る

ト
ン
プ
ソ
ン
川
を
眼
下
に
見
下
ろ

ン
ク
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ー
ル
ド

・
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
）
　
が
宇
治
市

を
訪
問
さ
れ
た
時
、
市
内
の
青
少

年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
と
、

数
少
な
い
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
プ
レ

イ
ヤ
ー
を
寄
せ
集
め
即
席
の
チ
ー

ム
で
対
戦
し
、
結
果
は
三
連
敗
と

▲闘志をむき出しにして戦ったが、試合が終われば敵味方なし。握手
を交してお互いの健闘をたたえる選手達。

す
高
台
に
カ

リ
ブ
大
学
は

位
置
し
て
い

た
。緑

の
絨
毯

の
三
一
暑
芥
通
わ
へ

カ
リ
ブ
大
学

グ
ラ
ン
ド
の

芝
生
は
見
事

に
整
備
さ
れ
、

ピ
ッ
チ
に
立

つ
遠
来
の
イ

レ
ブ
ン
を
心

か
ら
歓
迎
し

て
く
れ
た
。

一
九
九
四

年
に
姉
妹
都

市
と
の
ス
ポ
ー

ツ
交
流
と
し

て
Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｓ

Ｃ
　
（
カ
ム
ル

ー
プ
ス
・
イ

散
々
の
結
果
に
終
わ
っ
た
。

今
回
は
半
年
前
か
ら
チ
ー
ム
を

編
成
、
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
練

習
も
取
り
組
ん
で
今
日
の
日
を
迎

え
た
。
そ
れ
は
ゲ
ー
ム
の
勝
敗
に

対
す
る
雪
辱
の
気
持
ち
も
あ
っ
た

が
、
四
年
前
に
出
会
っ
た
友
人
達

に
、
無
様
な
恰
好
を
見
せ
た
く
な

い
と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た
よ
う

は
決
し
て
遠
慮
や

気
使
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
、

精
一
杯
の
戦
い
の
後
の
清
々
し
い

思
い
、
友
人
達
の
健
闘
に
対
す
る

喜
び
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

サ
ッ
カ
ー
の
交
流
試
合
は
激
し

い
戦
い
な
が
ら
、
お
互
い
の
友
情

を
再
確
認
し
、
又
新
し
い
チ
ー
ム
、

新
し
い
友
人
と
の
出
会
い
を
持
ち

な
が
ら
こ
の
上
も
な
く
有
意
義
に

に
恩
わ
れ
る
。

レ
フ
リ
ー
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
で
試

合
は
始
ま
っ
た
。
第
一
戦
0
－
0
、

第
2
戦
2
－
2
、
初
日
の
2
試
合

は
全
て
ド
ロ
ー
ゲ
ー
ム
で
終
了
し

た
。二

日
目
、
芝
生
の
感
じ
が
判
る

よ
う
に
な
る
に
従
い
パ
ス
が
通
る
。

前
半
1
点
、
後
半
2
点
、
デ
フ
ェ

ン
ス
も
完
璧
に
な
っ
て
き
た
。
終

了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
、
つ
い
に
勝
利

の
瞬
間
が
や
っ
て

き
た
。
そ
し
て
こ

今川　博
の
瞬
間
に
姉
妹
都

市
の
交
流
の
素
晴

ら
し
さ
を
感
じ
る

こ
と
が
出
来
た
。

そ
れ
は
宇
治
チ

ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

以
上
に
、
Ｋ
Ｉ
Ｏ

Ｓ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
達

が
そ
の
勝
利
を
喜

び
、
賞
賛
し
て
く

れ
た
。
ゲ
ー
ム
中

過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
よ
う
に
恩

う
0

も
ち
ろ
ん
、
サ
ッ
カ
ー
の
ゲ
ー

ム
だ
け
で
な
く
、
太
極
拳
、
水
泳

の
メ
ン
バ
ー
も
新
し
い
交
流
の
種

を
撒
く
機
会
を
持
つ
こ
と
が
出
来

た
。
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
通
じ
て
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン

ス
タ
イ
ル
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
イ
フ

を
見
聞
す
る
機
会
を
持
て
た
こ
と

は
各
々
に
何
か
し
ら
の
新
し
い
糧

が
得
ら
れ
た
も
の
と
感
じ
る
。

◇

姉
妹
都
市
を
持
つ
こ
と
が
市
民

に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト

を
も
た
ら
す
か
を
論
じ
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
積
み
重
ね
の
交
流
が

親
近
感
・
友
情
・
連
帯
を
育
ん
で

行
き
、
そ
の
輪
の
広
が
り
の
中
に

自
分
自
身
も
参
加
す
る
こ
と
が
人

生
に
豊
か
な
経
験
を
も
た
ら
す
機

会
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ

う
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
姉
妹
都
市
と
の
交
流

行
事
に
関
心
の
な
か
っ
た
方
、
参

加
す
る
機
会
の
な
か
っ
た
方
、
是

非
あ
な
た
自
身
が
参
加
し
、
経
験

戴
く
こ
と
を
お
す
す
め
致
し
ま
す
。

あ
な
た
の
人
生
に
、
新
し
い
一

ペ
ー
ジ
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
を
お

約
束
致
し
ま
す
。

Ｊ
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Ｓ

ｔ
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ｉ
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（

と

に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
）
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事
業
・
予
算
案
な
ど
可
決

本
年
度

総
　
会

当
協
会
の
平
成
一
〇
年
度
総
会

が
、
四
月
二
五
日
に
宇
治
市
産
業

会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、

九
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算

と
、
一
〇
年
度
事
業
計
画
・
予
算

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
の
出
席
者
は
、
委
任
状
出

席
を
含
ん
で
一
六
四
人
（
会
員
数

約
二
四
一
人
）
。
議
長
に
谷
岡
会

長
を
選
出
し
、
ま
ず
九
年
度
事
業

報
告
案
・
収
支
決
算
案
を
審
議
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
一
〇
年
度
の
事
業
計

画
案
・
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、
こ

れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
と
主
な
事
業
計
画
は
左
の

表
の
通
り
で
す
。
会
報
の
発
行
は

二
回
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
4
ペ
ー
ジ
の
『
雑
観
雑
感
』

に
あ
る
よ
う
に
、
充
頃
の
運
営
部

会
で
、
な
る
べ
く
多
く
発
行
し
よ

ぅ
と
い
う
こ
と
で
」
年
三
～
四
回

の
発
行
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

総
会
に
引
き
続
き
、
国
際
交
流

平成10年度　宇治市国際親善協会予算
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円

項　　 目 当 初 予 算 額 前 年 度 予 算 額 説　　　　　　　 明

1 会　　　 費 8 72 ，0 0 0 8 1 1，0 00

1 ．個人会員 ＠ 2，ｍ0×241口＝482，000

2 ．団体会員 ＠ 5，000× 24口＝120，000

3 ．法人会員 ＠10，000× 27ロ＝270，∞0

2 霊 芸 霊
2，50 0，0 00 2，8 9 0，00 0

1 ．宇治市 補助金　　　　　　 500，000

2 ． 日本語基 礎講座賛助金　　 500，000

3 ．訪問団派遣補助　　　　 1，500，∞0

3 負　 担　 金 24 0，0 00 24 0 ，00 0

語学講座参加者負担金　　　　 240，㈹0

英　 語 ＝＠8，000×20人 ＝160，000

中国語 ＝＠8，000×10人 ＝ 80，000

4 雑　　　 入 1，34 2 1，0 9 9 預金利子

5 繰　 越　 金 1，87 4，6 58 1，6 9 2，9 0 1 前年度繰越金

6 積 立 金 繰 入 0 1，5 0 0，0 0 0

合　　 計 5，4 8 8，00 0 7，13 5，0 0 0

支出の部

項　　 目 当初 予算 額 前年 度 予算額 説　　　　　　　 明

1 会　 議　 費 10 0，00 0 10 0，0 0 0 総会 ・理事会 ・運営部会開催費

2 報　 償　 費 15 0，0 0 0 1 50 ，0 0 0 慶弔費、講演会謝礼など

3 事　 務　 費 40 0，0 0 0 4 30 ，0 00

1 ．消耗品費（感熱紙、フロッピーなど）200，000

2 ．通信運搬費 （切手、はがき）130，000

3 ．印刷製本費 （封筒はか）　　 70月00

4 事　 業　 費 3 ，5 50 ，0 0 0 5，64 0 ，0 00

1．会報の発行 （2 回）　　　 150，000

2 ．語学講座（中国語・英語）の開催　 500，000

3 ．日本語基礎講座の開催　　 900，000

4 ．ボランティア養成講座の開催 100，000

5 ．国際交流先進地の視察　　 100，000

6 ．国際交流推進事業の支援　 300，000

7 ．友好都市訪問団補助　　 1，500，000

5 積　 立　 金 5 00 ，0 0 0 0 15周年記念事業積立金

6 予　 備　 費 78 8 ，0 0 0 8 15，00 0

合　　 計 5，48 8 ，0 0 0 7，13 5，00 0

講
演
会
が
行
わ
れ
、
ス
リ
ラ
ン
カ

在
大
阪
名
誉
総
領
事
の
ネ
ル
ソ
ン
・

ウ
ィ
ク
ー
ナ
ゲ
氏
が
『
国
際
理
解

を
深
め
て
地
球
市
民
へ
　
－
滞
在

二
七
年
の
体
験
を
通
じ
て
』
と
の

題
で
、
氏
の
長
い
日
本
で
の
貴
重

な
見
聞
に
よ
る
お
話
し
が
あ
り
、

考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
、
あ

り
ま
し
た
。
　
　
（
事
務
局
）



ＵＩ ＦＡニュース

盛
り
上
が
っ
た
ス
リ
ラ
ン
カ
の

お
正
月
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
ス
リ
ラ
ン
カ
の
お
正
月
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、
同
政
府
観
光

局
（
関
西
駐
在
）
　
の
主
催
・
当
協

会
後
援
で
、
四
月
一
二
日
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
開
か
れ
ま
し

た
　
（
当
協
会
後
援
）
。

こ
の
催
し
は
四
月
二
一
・
一
三

日
が
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
お
正
月
に

当
た
り
、
ま
た
、
今
年
は
独
立
五

〇
周
年
な
の
で
、
文
化
を
紹
介
す

る
た
め
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

関
西
地
区
で
こ
の
催
し
が
行
わ

れ
る
の
は
、
初
め
て
と
の
こ
と
で
、

大
使
館
か
ら
ア
ヌ
ラ
・
ラ
ジ
ャ
カ

ル
ナ
一
等
書
記
官
が
来
宇
さ
れ
ま

し
た
。当

日
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
人
四
〇

人
を
含
む
、
二
五
〇
人
の
参
加
者

が
あ
り
、
お
正
月
行
事
で
あ
る

「
ラ
ン
プ
点
灯
式
」
　
を
は
じ
め
、

「
宇
治
ス
リ
ラ
ン
カ
友
の
会
に
よ

る
民
族
舞
踊
の
披
露
」
　
や
、
「
お

正
月
料
理
で
あ
る
お
菓
子
の
試
食
」

「
カ
レ
ー
の
無
料
試
食
」
「
お
正
月

の
ゲ
ー
ム
」
＝
写
真
＝
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
ス
リ
ラ
ン
カ
の
文
化
紹
介

で
、
友
好
交
流
を
図
り
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

当
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
事
務
や

企
画
に
協
力
し
て
い
る
こ
と
、
協

会
専
用
の
事
務
・
活
動
ス
ペ
ー
ス

を
持
っ
て
い
る
　
（
市
の
施
設
の
一

部
を
提
供
さ
れ
て
い
る
）
　
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

国
際
交
流
の
進
め
方
で
、
ユ
ニ
ー

ク
だ
と
恩
わ
れ
た
の
は
、
フ
レ
ン

ド
リ
ー
シ
テ
ィ
ー
方
式
を
と
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
だ
と
、
い

つ
で
も
別
れ
ら
れ
、
い
つ
で
も
復

活
で
き
、
お
互
い
に
自
由
で
気
楽

な
付
き
合
い
が
で
き
、
相
手
都
市

の
数
も
ふ
や
せ
る
　
ー
　
か
ら
だ
そ

う
で
す
。

と
に
か
く
、
大
垣
国
際
交
流
協

会
の
組
織
・
運
営
に
は
参
考
に
な

る
こ
と
が
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
当
協
会
も
発
展
し
、
成
果
を

あ
げ
て
行
く
た
め
に
、
会
員
の
皆

様
の
活
発
な
提
言
を
、
期
待
し
ま

す
。
提
言
は
事
務
局
ま
で
、
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

（
運
営
委
員
・
塚
本
　
樹
）

Ｕ
Ｉ
Ｆ
Ａ
会

報
を
、
年
に
三

～
四
回
発
行
し

よ
う
と
い
う
案

が
、
先
ご
ろ
の

理
事
会
運
営
部

会
で
出
ま
し
た
。

会
報
は
会
員
と
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日
本
語
講
座
賛
助
金
募
集
に
協
力
を
〃
‥

∴
掟
ｌ
言

少
々
古
い

話
に
な
っ
て

恐
縮
で
す
が
、

一
九
九
六
年
九
月
、
理
事
会
運
営

部
全
委
員
有
志
は
国
際
交
流
の
先

進
都
市
へ
、
研
修
に
出
掛
け
ま
し

た
。
そ
の
報
告
は
、
会
員
の
皆
さ

ん
に
は
広
く
行
き
渡
っ
て
い
な
い

よ
う
で
す
。
当
協
会
の
将
来
に
役

立
つ
こ
と
が
多
い
と
恩
わ
れ
の
で
、

古
さ
に
目
を
つ
ぶ
っ
て
、
要
点
を

報
告
し
ま
す
。

研
修
先
は
岐
阜
県
大
垣
市
の
、

大
垣
国
際
交
流
協
会
で
す
。
や
っ

て
い
る
事
業
は
海
外
フ
レ
ン
ド
リ
ー

シ
テ
ィ
ー
と
の
間
の
訪
問
団
の
派

遣
と
受
け
入
れ
、
地
域
国
際
交
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
、
大
変
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。

そ
の
理
由
は
、
協
会
が
財
団
法

人
化
さ
れ
て
、
専
従
職
員
が
事
業

に
専
念
し
て
い
る
こ
と
、
常
に
相

当
協
会
は
、
昨
年
度
か
ら
、
市

内
に
多
く
在
住
す
る
、
中
国
か
ら

の
帰
国
者
の
た
め
の
、
日
本
語
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度

は
、
計
三
十
五
回
開
催
し
て
、
延

べ
一
二
四
三
人
が
受
講
し
て
、
故

国
に
同
化
し
、
市
民
と
し
て
活
動

し
よ
う
と
努
め
る
人
達
の
、
大
き

な
力
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
、

ひ
と
え
に
関
係
各
位
の
ご
協
力
と
、

市
民
の
皆
様
方
の
ご
支
援
の
賜
物

と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
は
開
講
に
際
し
て
、
会

員
の
皆
様
か
ら
は
計
一
〇
五
口
、

五
七
万
三
千
円
の
賛
助
金
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

今
年
度
も
、
宇
治
市
平
盛
青
少

年
セ
ン
タ
ー
で
開
講
し
て
お
り
ま

す
が
、
昨
年
度
同
様
（
あ
る
い
は

そ
れ
以
上
）
　
の
経
費
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
の
皆
様

が
、
相
変
わ
ら
ず
暖
か
い
賛
助
金

を
、
左
の
要
領
で
お
寄
せ
く
だ
さ

る
こ
と
を
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
賛
助
金

一
口
＝
個
人
　
　
千
円

法
人
一
万
円

団
体
一
万
円

☆
ご
送
金
い
た
だ
く
場
合

京
都
銀
行
宇
治
支
店

普

通

預

金

＝

6

7

8

4

5

9

南
京
都
信
用
金
庫
本
店

普

通

預

金

＝

9

0

7

7

2

5

◇

協
会
事
務
局（

市
役
所
秘
書
課
内
）

協
会
と
を
結
ぶ

綱
で
、
ふ
だ
ん
は
唯
一
の
意
志
の

疎
通
機
関
で
す
。
そ
こ
で
「
よ
し
、

や
ろ
う
」
と
話
は
ま
と
ま
り
、
さ
っ

そ
く
お
届
け
し
ま
す
。

と
は
言
う
も
の
の
、
本
号
は
と

に
か
く
発
行
に
は
ず
み
を
つ
け
る

た
め
の
、
い
わ
ば
〃
見
切
り
発
車
〃

に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
も
、
か
な
り
旧
聞
に
属

す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
今
後
、

内
容
が
充
実
し
、
会
員
の
広
場
と

な
る
に
は
、
な
に
よ
り
も
会
員
の

積
極
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

気
の
つ
い
た
こ
と
や
要
望
や
意
見
、

そ
れ
に
随
想
な
ど
を
寄
せ
ら
れ
る

事
を
希
望
し
ま
す
。

体
裁
は
、
市
の
文
書
規
格
統
一

に
合
わ
せ
て
Ａ
4
判
に
し
、
活
字

の
大
き
さ
は
、
や
や
小
ぶ
り
に
し

た
の
で
、
入
る
情
報
量
は
5
割
増

し
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
機
関
紙

を
、
生
か
す
も
殺
す
も
会
員
の
皆

さ
ん
次
第
で
す
。
よ
ろ
し
く
ご
支

援
・
ご
愛
読
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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